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調査事件８ ごみ減量化対策の進捗状況について 

 

１ 福島町のごみ処理量の推移について 

当町のごみ処理量の過去５年間の推移は、人口減少と共に減少傾向となっておりま

すが、渡島廃棄物処理広域連合における人口一人あたりの負担金は渡島管内でトップ

となっております。 

なお、可燃ごみ及び不燃ごみの状況は、以下のようになっております。 

 

（１）可燃ごみ（渡島廃棄物処理広域連合分）の推移について 

可燃ごみは、令和２年度をピークに減少が続いており、令和５年度の可燃ごみ

は９９４．１５トンとなっており対前年比９２.８９％で７６.０９トン減少してお

ります。一方、可燃粗大ごみは、年々処理量が微増傾向にあり、令和５年度は１０

９．０４トンとなっており対前年比１００.９４％で、１．０２トン増加しており

ます。なお、令和５年度の可燃ごみ全体の処理量は、１，１０３．１９トンとなっ

ており対前年比９３．６３％で、７５.０７トンの減少となっております。 

 

   （単位：ｔ、人） 

種 別 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４  Ｒ５ 
前年比 

(R5/R4) 

可       燃 1,132.91 1,145.58 1,114.38 1,070.24 994.15 92.89％ 

可  燃  粗  大 106.97 110.80 107.22 108.02 109.04 100.94％ 

計 1,239.88 1,256.38 1,221.60 1,178.26 1,103.19 93.63％ 

人口（3.31 現在） 3,915 3,797 3,629 3,514 3,411  

人口一人当たり 0.317 0.331 0.337 0.335 0.323  

 

（２）不燃ごみ（渡島西部広域事務組合分）の推移について 

不燃ごみは、毎年処理量が減少しており、令和５年度は不燃ごみ全体で１８９．

６３トンとなっており対前年比８８．１７％で、２５．４５トン減少しております。 

なお、種別毎の内訳では、不燃粗大ごみが最も減少幅が大きく対前年比７６．６

４％となっております。 

（単位：ｔ、人） 

種 別 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４  Ｒ５ 
前年比 

(R5/R4) 

不 燃 粗 大 ご み 45.28 50.91 44.47 41.99 32.18 76.64％ 

不  燃  ご  み 81.26 91.50 87.17 85.42 69.38 81.22％ 

空   き   缶 10.10 9.35 7.84 6.81 6.70 98.38％ 

空きビン・ペット 35.41 33.63 31.38 29.92 28.20 94.25％ 

その他プラ容器類 12.08 11.74 11.79 10.68 10.44 97.75％ 

その他紙容器類 30.54 26.47 25.47 24.16 20.00 82.78％ 

混       載 53.68 22.37 20.10 16.10 22.73 141.18％ 

計 268.35 245.97 228.22 215.08 189.63 88.17％ 

人口（3.31 現在） 3,915 3,797 3,629 3,514 3,411  

人口一人当たり 0.069 0.065 0.063 0.061 0.056  
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（３）渡島西部４町のごみの処理量について 

渡島西部４町の過去５か年のごみの処理量は、次の表のようになっておりま

す。 

（単位：ｔ） 

町 名 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４  Ｒ５ 
前年比 

(R5/R4) 

松 前 町 2,382.37 2,267.90 2,230.16 2,130.19 1,993.04 93.56％ 

 
可  燃 1,993.45 1,899.29 1,869.74 1,775.36 1,685.65 94.95％ 

不  燃 388.92 368.61 360.42 354.83 307.39 86.63％ 

福 島 町 1,508.23 1,502.35 1,449.82 1,393.34 1,292.82 92.79％ 

 
可  燃 1,239.88 1,256.38 1,221.60 1,178.26 1,103.19 93.63％ 

不  燃 268.35 245.97 228.22 215.08 189.63 88.17％ 

知 内 町 1,412.05 1,383.82 1,387.73 1,362.62 1,245.28 91.39％ 

 
可  燃 1,135.96 1,113.58 1,117.74 1,099.51 1,024.98 93.22％ 

不  燃 276.09 270.24 269.99 263.11 220.30 83.73％ 

木古内町 1,420.51 1,139.92 1,355.71 1,273.27 1,231.45 96.72％ 

 
可  燃 1,232.79 1,187.61 1,168.32 1,120.56 1,086.04 96.92％ 

不  燃 187.72 205.31 187.39 152.71 145.41 95.22％ 

計 6,723.16 6,546.99 6,423.42 6,159.42 5,762.59 93.56％ 

 
可  燃 5,602.08 5,456.86 5,377.40 5,173.69 4,899.86 94.71％ 

不  燃 1.121.08 1,090.13 1,046.02 985.73 862.73 87.52％ 

 

（４）渡島廃棄物処理広域連合負担金の推移について 

当町の令和５年度の人口１人当たりのごみ処理負担金については、渡島管内で最

も高い負担額となっております。 

（単位：千円） 

町名 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４  Ｒ５ 
人口１人当た

り負担金(円) 

松 前 町 102,758 95,710 94,919 90,277 99,907 6 16,822 

福 島 町 72,163 67,037 67,037 66,780 73,048 1 21,415 

知 内 町 67,048 61,767 63,192 61,562 68,743 4 17,717 

木古内町 72,171 68,248 66,775 64,267 70,840 2 19,727 

北 斗 市 318,506 293,858 295,951 304,093 341,126 10 7,887 

七 飯 町 320,286 292,518 293,547 283,107 320,408 9 11,727 

鹿 部 町 61,104 57,171 56,970 54,893 60,481 5 17,051 

森   町 162,652 148,081 149,206 146,532 164,036 8 11,918 

八 雲 町 178,822 166,397 166,483 161,091 174,971 7 11,974 

長万部町 89,314 81,237 81,051 77,690 88,129 3 18,273 

計 1,444,824 1,332,024 1,335,131 1,310,292 1,461,689 － －  

※施設建設費と維持運営費を合わせた渡島廃棄物処理広域連合負担金の額を計上。 
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（５）ごみ処理に要する経費の推移について 

ごみの処理に要する経費の内訳は、ごみの収集委託等に係る塵芥処理費と渡島西

部広域事務組合及び渡島廃棄物処理広域連合の負担金の合計額となっております。 

 

（単位：千円、人） 

区 分 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４  Ｒ５ R6(予算) 

歳
入 

衛生手数料 10,963 8,004 9,717 9,921 9,854 11,087 

小計 ① 10,963 8,004 9,717 9,921 9,854 11,087 

歳 

出 

塵芥処理費 41,688 51,732 44,917 50,306 52,492 55,196 

広域負担金 18,445 23,795 22,741 23,305 27,504 23,490 

連合負担金 70,115 67,037 67,037 66,780 73,048 70,505 

小計 ② 130,248 142,564 134,695 140,391 153,044 149,191 

差 引 ①－② 
△ 

119,285 
△ 

134,560 
△ 

124,978 
△ 

130,470 
△ 

143,190 
△ 

138,104 

人口（3.31 現在） 3,915 3,797 3,629 3,514 3,411 － 

人口一人当たり 

(円) 
30,469 35,439 34,439 37,129 41,979 － 

※ 広域負担金の額は、渡島西部広域事務組合負担金（衛生部門）のうち「ごみ再生処

理費」と「最終処分場処理費」の合計額を計上。 

 

 

２ 当町の減量化の取り組み状況について 

町では、減量化対策として、引き続き町広報を通して４Ｒ運動（リフューズ、リデ

ュース、リユース、リサイクル）の実践や、生ごみの水切りについて周知を行ってま

いります。） 

また、電動生ごみ処理機の各家庭への普及促進が停滞していることから、町民への

普及促進を目的に現在、福島保育所から排出される生ごみを試験的に処理しておりま

す。 

 

 

３ 渡島西部四町によるごみ減量化の検討状況について 

令和５年１０月に衛生センターが中心に、４町の衛生担当者によるごみの減量化検

討会議を立ち上げ、ごみ減量化に向けた検討を進めております。 

当会議の中で、町民のごみ分別化の意識づけが必要であるとの意見を踏まえ、今年

度は四町それぞれ「ごみの分別辞典」を改訂する事としており、現在発刊に向けて準

備を進めております。 

なお、町においても、ごみ減量化推進会議の中で意見をいただきながら、ごみ袋の

見直しなど今できることを実施に向けて検討してまいります。 
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４ 集団資源回収の取り組み実績について 
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